
金属 AM 技術を応用し開発した新しい歯体移動システム：SHU-lider® System 

A new bodily tooth movement system developed by applying metal AM technology :  

SHU-lider® System  
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ドイツ留学し帰国後の 2016 年に留学時からの友人 Simon Graf 先生（世界ではじめて金属 AM 技術

を応用した矯正装置を発表。スイス開業・本学会第 2 回学術大会特別講師。）に学び、日本ではじめて

金属 AM 矯正装置（Hybrid Hyrax Distalizer 装置：従来型装置はデュッセルドルフ大学矯正歯科で考

案・開発）を臨床応用し早 10 年が経過した。 

2019 年にドイツと日本での臨床経験や研究に基づき、金属 AM 技術と新しいデザインと機能のアイ

デアを融合した歯体移動装置である SHU-lider®（シューライダー®）装置を日本で考案・特許取得し、

ASO インターナショナルと共同開発した。SHU-lider®装置は、口蓋部矯正用アンカースクリューを固

定源としたスライディング・メカニクスと金属 AM 技術を応用した上顎大臼歯歯体遠心移動装置として

開発されたが、これまでに、上顎犬歯、小臼歯、大臼歯の歯体遠心移動と固定、下顎の犬歯、小臼歯、

大臼歯の歯体遠心移動、さらに上顎切歯と犬歯の各歯体移動を独立して効果的に行う新規セグメンタ

ル・リトラクションも可能な歯体移動装置に進化した。これらの歯体移動は、科学的根拠に基づくバイ

オメカニクスを基盤とし、金属 AM 技術の形態設計の自由度、適合性、剛性等が優れる特性を活用し、

コネクター部（アンカースクリュー上のカップリング部と歯を誘導するガイド部を連結するプレート

部）を口蓋後方部に設置する新規デザインのアイデアにより具現化される。 

治療状況により各歯体移動のタイミングや移動量、上顎切歯および犬歯のトルク等も調整し、必要と

なるアタッチメントや部品を適宜脱着および追加することが可能である。また、装置本体に側方拡大ス

クリューを組み込み、上顎急速拡大後に口蓋縫合の離開を保定し、同一装置で上顎犬歯、小臼歯、大臼

歯の近遠心的な歯体移動が可能である。これらを日々の臨床に落とし込み、各歯体移動と顎整形的治療

を有機的に組み合わせ連動し、効果的かつ効率的に機能する新しい歯体移動システムである『SHU-

lider® System』を確立した。 

本講演では、金属ＡＭ技術の特⾧を活かし、日本で独創的なアイデアで考案・開発し、臨床において

実用化した新しい歯体移動システムと更なる展開について解説する。 
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